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本日のプログラム

次週例会 講師例会「税のよもやま話」（担当：プログラム委員会）
釧路北ローターアクトクラブの活動について（担当：プログラム委員会）
平和と紛争予防／紛争解決月間

■ロータリーソング：「奉仕の理想」　　■ソングリーダー：杉浦　裕之君
■会員数　  98 名
■ビジター　釧路北ローターアクトクラブ　会長　日野　聡子君、　同　副幹事　松永　憲人君
　　　　　　　　同　社会専門知識委員会　理事　斎藤　慎也君
■ゲスト　　なし
　　　　　　

 

ご来訪のお客様のご紹介　土橋　賢一副会長
　本日、ご来訪い
ただきましたお客
様をご紹介いたし
ます。
釧路北ローターア
クトクラブ会長、
日野聡子君です。

続きまして、副幹事松永憲人君です。続きまして、社
会知識専門委員会理事斎藤慎也君です。釧路北ロー
ターアクトクラブの皆さん、本日はよろしくお願いい
たします。

キャビネット寄贈に関して　泉 　　敬君
　大げさなことを
するつもりはな
かったのですが、
ちょうど 60周年と
いうことで、昨年
この会でお祝いを
いただいたのです。

私はとにかく 60年間、無事に会員としてロータリー
生活してきたわけです。実は、私が入会した当時は非
常に多忙だった関係があって、大変な役割は先輩が配

慮してくれて、できるだけ避けてくれた思いやりを受
けました。おかげで無事に 60年を過ごしたわけなの
です。
そんなこともあってロータリー会員としていた 60年
間はろくなことはしたつもりはなく、むしろ、皆さん
に迷惑をかけてき
た。といっても、
私が一番古いので、
たぶんもうこの会
から抜けられた先
輩ということにな
ろうと思いますけ
ど。
そのお礼を込めてクラブに何かしたいということでは
あったのですが、たいしたことはできませんで。幹事
と相談したら、キャビネットが古くなったので新しい
形にして皆さんに使ってもらえれば、ということで今
回、そんな形取らせていただきました。
皆さんによろしく使ってもらえればと思っておりま
す。どうもありがとうございました。

荒井　　剛幹事
　泉先生、改めて大変感謝申し上げたいと思います。
末永く使わせていただきたいと思います。これは当ク

ラブ会員の得地ファニチャの得地さんに作っていただ
きましたのでご紹介申し上げます。

　

プログラム委員会　中島　徳政委員長
　２カ月ぶりです。新年のご挨拶していない方もい
らっしゃると思いますの　　　で改めまして、あけま
しておめでとうございます。後半のプログラムもよろ
しくお願いいたします。
先ほど、土橋副会長からご案内いただきましたとおり、
本日は釧路北ローターアクトクラブの皆さんに来てい
ただいております。「釧路北ローターアクトクラブの
活動について」ということで今日はご講演いただくこ
とになっております。
それでは、会長の日野聡子様にマイクを譲りたいと思
います。よろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　日野　聡子会長
　皆さん、こんにち
は。釧路北ローター
アクトクラブの今年
度会長を務めており
ます日野聡子と申し
ます。後ろにおりま
すのは副幹事の松永

憲人会員、こちらが理事の斉藤慎也会員です。本日は
どうぞよろしくお願いいたします。
はじめに、釧路ロータリークラブの皆さまにおかれま
しては、常日頃アクト活動に多大なるご支援・ご協力
をいただきまして誠にありがとうございます。本日は
アクトの活動についてお話させていただける機会をい
ただきましたことを心より感謝申し上げます。
今年度は新型感染症の影響によりロータリークラブの
皆さまにもなかなかアクトの活動にお越しいただけな
い、そういった状況だったかと思います。ここまでの
活動について皆さまにご報告をさせていただければと
思います。
パワーポイントをご覧ください。まずは現在の会員状
況についてご報告させていただきます。今年度は 11
名での会員スタートとなりましたけれども、上期で４
名の新入会員が入会いたしました。現在は 15名で活
動を行っております。また、今年度からのローターア
クトクラブ、幣クラブの変更点としまして、ＲＩの「年
齢上限を解除する」新たな規定により、これまで 30
歳までと定めていた年齢条件を「35歳まで在籍可能」
と変更しました。実際にこれまでの卒業者の中にも「ア
クト活動を続けたいが年齢制限のために退会せざるを

えない」という会員もおりましたので、この変更によっ
てアクトに入れる年齢の幅も広がり、より多くの方に
ローターアクトクラブ活動を経験していただける機会
が増えるのではないかと感じております。
続いて、今年度実施した例会についてご報告させてい
ただきます。幣クラブでは２月 18日、今日現在で全
12回の例会を開催いたしました。こちらの一覧にも
あるとおり、４回の例会が感染症の影響により中止・
延期となっております。これまで実施できた 12回も
感染症の拡大状況により、急遽プログラムの変更や日
程の変更など、都度、感染症の状況に合わせ対応しな
がら開催を行ってまいりました。
今年度は上期に４名という多い会員が入会してくれた
こともあり、会員の学び・経験の機会を絶やさないた
めにも、できる限り活動をストップすることがないよ
うにと心がけながら活動を行ってきた次第です。
それでは、これまで行ってきた例会の中からいくつか
ご紹介させていただきます。
まずは 2020 年７月４日開催、「新年度活動計画」です。
今年度の第１例会でしたが、例年であれば表敬訪問と
して第７分区のロータリークラブの会長・幹事様にお
越しいただき、活躍の報告等をさせていただく予定で
したが、今回はクラブ会員と提唱クラブのロータリア
ンの方のみという形で人数を制限して開催をさせてい
ただきました。例会の内容は新年度の役員や理事の紹
介、新年度の活動計画の発表を行いました。この例会
では無事に新年度がスタートしたことにホッとした気
持ちと、自分の会長年度が始まったことを実感し、緊
張感を持って新年度をスタートすることができまし
た。
続いては、2020 年９月 28日開催の「SDGｓ( エスディ
ジーズ ) で変わる世界」です。皆さんご存じだと思い
ますが『SDGｓ』とは 2015 年に国連が掲げた『持続
可能な開発目標』です。この例会では SDGs の 17 の
目標について会員みんなで勉強し、私たちにでもすぐ
できる身近な取り組みであったり、実際に SDGs に取
り組んでいる道東の企業さんについてご紹介をしまし
た。
私自身、SDGs という言葉を聞いたことがあっても、
これまで詳しく知る機会はございませんでした。アク
トの例会を通じて知ることができたことだと思いま
す。世の中には知ろうと思わないと知れないことはた
くさんあると思います。アクトの活動だからこそ、こ
ういったことを自然と学ぶことができる「アクト活動
の意義」を改めて感じる例会でした。
続きまして、2020 年 10 月 24 日開催の「ジャック・
オー・ランタンで街を明るくしよう」という例会です。
釧路の小学生を対象に『ジャック・オー・ランタン』
という大きなかぼちゃのランタン作りを行いました。
当日は、上段のように屋外でのランタン作りで感染症

対策を行いながらの開催となりました。
実はこの開催の直前で釧路市内の新型感染症の感染拡
大があり、例会を開催するべきかギリギリまで悩んだ
のですが、どうやったら開催できるかを考え、感染対
策を徹底して踏み切りました。当日は 22名のお子様

が集まり、栄町平
和公園を使用し屋
外でジャック・
オー・ランタン作
り。夕方からは子
供たちの作ったラ
ンタンをＬＥＤ
キャンドルで灯し

て、公園内でのライトアップセレモニーを行いました。
こういったイベントを開催することについて批判の声
などあるのではないかと、若干の不安を抱えながらの
開催となりましたけれども、当日はお子さまと親御様
のたくさんの笑顔が見ることができて、コロナ禍でイ
ベントが自粛されるなか「親子共々、とても楽しみま
した」というお声も参加者の方からいただくことがで
きました。「今後もイベントがあれば知らせてほしい」
というお声もあり、地域の子供たちへの経験の場に
なったことはもちろん、アクト自体の活動ＰＲもでき
た例会だったと感じております。
最後に 2021 年１月 24日開催の「ワカサギ釣り」例
会です。本来は、同日に一般市民の方を集めたスポー
ツ大会を予定しておりましたけれど、この状況下のた
め、一般市民を集めることは断念し、クラブ会員のみ
で屋外でできる活動として『ワカサギ釣り大会』を行
いました。今できる形を模索し、急遽内容を変更し開
催した例会でしたが、より会員同士の親睦を深めるこ
とができたと思います。
これまで行った例会の報告は以上になりますが、今年
度は例会以外での釧路市内のイベントやボランティア
活動を多く行ってまいりました。
例えば、９月４日から５日開催の「末広歩行者天国」
での飲食スペースのお手伝い、12月 12日開催の「釧
路希望フェス」でのお手伝い、今月の２月６日から
14日に開催の「釧路ウィンターパーク」でのグッズ
販売ブースのお手伝い、などクラブ外での活動をさせ
ていただきました。こういった活動も多数行うことで
アクトのＰＲの機会も多く作れているのではないかと
感じております。
ＰＲでいうと今年度は新たに『広報』という役職を作
り、クラブの広報活動を強化しております。かねてか
ら行っていた Facebook（フェイスブック）や Twitter
（ツイッター）の更新に合わせ、新たに Instagram（イ
ンスタグラム）を開設し、より手軽に若い世代の方の
目に触れやすい形で広報活動を強化させております。
また、YouTube（ユーチューブ）チャンネルを新たに

開設し、アクトの例会等を YouTube で配信している
状況です。ＳＮＳ（えすえぬえす）やインターネットで
検索した時に、私たちがどのような活動をしているの
かすぐ知ってもらえるような環境づくりを行っていま
す。
今年度は新たに釧路北ローターアクトクラブの公式
LINE( ライン )を開設いたしました。このLINEを使っ
てイベント参加募集など行っているのですが、気軽に
お問合せいただけることもあり、LINE に一般の方か
ら「どういったクラブなのですか」とお問合せいただ
くことも実際にありました。
クラブ活動やクラブ外での活動を充実させて、その様
子をＳＮＳやホームページなどで発信することで、ま
だ見ぬ新入会員へ向けてアクトクラブのプラスのＰＲ
ができているのではないかと感じます。この広報活動
については今年度のみならず、今後も継続していきた
いと考えております。
現在までの今年度の活動については以上になります。
最後に今年度残り４カ月で予定しております例会につ
いて、いくつか皆さまにご紹介させていただきます。
まずは、4月 25日開催予定の「アクトキッズイベント」
です。前年度も同じ内容で開催しましたが、地域の子
供たちへ向けて職業体験の機会を作るイベントとなっ
ております。前回の内容では、オリジナルタオル作り
や名刺作り、カフェ店員体験などを行い、たくさんの
お子様の笑顔を見ることができました。今年度は感染
症対策を行いながらの開催になるため、できること・
できないことの制限が多くなるとは思いますが、地域
の子供たちへ向けて経験の機会を与えられるイベント
にしたいと考えております。
お時間がございましたら、ぜひ釧路ロータリークラブ
の皆さまにもお越しいただけますと幸いです。
続いては、５月 30日開催予定の「第 10回施設訪問」
です。第 10回目の活動となりますが、これまでは介
護施設の利用者さんと一緒に簡単なものを作成するレ
クリエーションを
行っておりました
けれども、新型感
染症の影響で利用
者さんと接するこ
とが難しい状況と
なってしまい、前
年度からは利用者さんの部屋のバルコニーに飾れるよ
うに、お花の苗を植えたプランターを寄贈しておりま
す。実際にお会いすることはできませんが、外出が難
しいこの状況で、利用者様に少しでも明るい気持ちを
アクトの活動をとおして感じていただければと思いま
す。
最後です。６月 11日金曜日開催予定の「最終例会『卒
業式』」です。これは前年度の最終例会の様子の写真

になります。今年度の最終例会となりますが、1年間
の活動報告であったり、今年度は年齢退会を迎える会
員が 2名おりますので、その２名の卒業者の卒業式
を行う予定です。今年 1年、幣クラブの活動を知っ
ていただける内容となりますので、ぜひ多くのロータ
リアンの皆さまにご参加いただければと思います。
今年度については前年から続く新型感染症の影響はご
ざいますが、参加している会員にはみんな楽しんで活
動を行ってくれているように思います。会員にとって
より実りの多い活動が残りの４カ月もできるように会
長として努めてまいりたいと思います。
今年度の活動のご紹介については以上となります。続
いては、次年度会長予定者の松永会員より次年度の活
動についてお話をさせていただきます。
松永会員、お願いいたします。

釧路北ローターアクト　松永　憲人副幹事　
　ただいまご紹介
いただきました今
年度副幹事、次年
度会長の松永です。
どうぞよろしくお
願いします。早速
ではございますが、

私から次年度の活動について少しお話させていただき
ます。
次年度は例会の他にふたつの大きなイベントが開催さ
れます。ひとつは「釧路北ローターアクトクラブ創立
50周年記念式典と記念事業」の開催。そして、もう
ひとつは「国際ロータリー第 2500 地区ローターアク
ト第47回地区大会」が釧路にて開催されることとなっ
ております。
1971 年 10 月 13 日に設立された弊クラブは創立 50
周年を迎えることとなります。記念式典は 10月に開
催予定です。ただ、新型コロナウイルスの感染状況の
こともあり、日時や会場などの詳細は決まっておりま
せん。決まり次第ご案内させていただきたいと思いま
すので、ご参加のほどどうぞよろしくお願いいたしま
す。
また、弊クラブは 2022 年５月に開催される第 47回
地区大会のホストクラブとなっております。2500 地
区で卒業となるローターアクトの卒業式を開催した
り、スポーツ大会なども開催する予定です。こちらも
詳細が決まり次第ご案内させていただきます。
通常の例会では、先ほど日野会長からも紹介ありまし
たハロウィン例会、ワカサギ釣り例会、今年は残念な
がら中止となったスポーツタイプフェスティバルも引
き続き開催したいと思っております。また、新しく「霧
フェス」や「冬まつり」のお手伝いなど市民と関わる
例会を多く取り入れようと考えております。

最後になりますが、次年度の目標として「周年事業や
地区大会を盛大に開催し成功させる」「市民を巻き込
む例会をひとつでも多く開催し、アクトの認知度を上
げる」、そういった活動をＳＮＳやメディアを使い発
信することでローターアクトの魅力を知ってもらいた
い、会員５名増を達成したい、と考えております。
会員ひとりひとりが少しでも活動に加わり、社会人と
して成長し、満足してもらう１年にしたいと考えてお
ります。
次年度も釧路ロータリークラブの皆さま、弊クラブを
よろしくお願いします。最後に斉藤会員よりご紹介い
ただきます。

釧路北ローターアクトクラブ
社会知識専門委員会　斎藤　慎也理事

　皆さま、こんに
ちは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
斉藤慎也です。私
からアクトに入会
して在籍８年にな
りましたので、ア

クトに対しての得たことや感じたことをお話させてい
ただければと思います。私が得たこと、端的に言うと
３つあります。ひとつが「学び」です。ふたつ目が「経
験」、三つ目が「人との出会い・交流」です。
ひとつ目の「学び」から説明させていただきます。ア
クトは少人数であるため役職を任されることが多いで
す。そのため書類作成や企画立案・準備の段取り・組
み立てなど、会員たちと一緒に考え実行し、時には失
敗することがあります。失敗は何かを成し遂げるため
の成功への一歩だと考えております。トライ＆エラー
を繰り返して、それが学びそして知識になっていきま
す。発案力・実行力が身に付いていくと思っています。
ふたつ目は「経験」です。人前で挨拶することは緊張
します。ただ緊張しながらも話し方や文章の組み立て
方、立ち振る舞い、それぞれが身についていきます。
また、行事のホストをすることでおもてなし方や対応
力を身に付けることができます。会社では多くの人た
ちを出迎え、おもてなす経験はなかなかないかと思い
ますので、さまざまな経験ができると思っております。
最後に三つ目、「人との出会い」です。交流が広がる
こと、私はこのように地域のロータリアンの方に顔と
名前を覚えてもらうだけでも財産だと思っておりま
す。また、道内・道外そして海外の人たちと簡単に交
流が図れることが魅力的だと感じております。
また、アクトは年１回、日本全国からアクターが集う
全国研修会という行事がございます。そこで知り合う
機会がたくさん生まれ、人との出会いが生まれ、また
それが財産とつながると思っております。アクトで得



■ 本日のプログラム ■
釧路北ローターアクトの活動について

 

ご来訪のお客様のご紹介　土橋　賢一副会長
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慮してくれて、できるだけ避けてくれた思いやりを受
けました。おかげで無事に 60年を過ごしたわけなの
です。
そんなこともあってロータリー会員としていた 60年
間はろくなことはしたつもりはなく、むしろ、皆さん
に迷惑をかけてき
た。といっても、
私が一番古いので、
たぶんもうこの会
から抜けられた先
輩ということにな
ろうと思いますけ
ど。
そのお礼を込めてクラブに何かしたいということでは
あったのですが、たいしたことはできませんで。幹事
と相談したら、キャビネットが古くなったので新しい
形にして皆さんに使ってもらえれば、ということで今
回、そんな形取らせていただきました。
皆さんによろしく使ってもらえればと思っておりま
す。どうもありがとうございました。

荒井　　剛幹事
　泉先生、改めて大変感謝申し上げたいと思います。
末永く使わせていただきたいと思います。これは当ク

ラブ会員の得地ファニチャの得地さんに作っていただ
きましたのでご紹介申し上げます。

　

プログラム委員会　中島　徳政委員長
　２カ月ぶりです。新年のご挨拶していない方もい
らっしゃると思いますの　　　で改めまして、あけま
しておめでとうございます。後半のプログラムもよろ
しくお願いいたします。
先ほど、土橋副会長からご案内いただきましたとおり、
本日は釧路北ローターアクトクラブの皆さんに来てい
ただいております。「釧路北ローターアクトクラブの
活動について」ということで今日はご講演いただくこ
とになっております。
それでは、会長の日野聡子様にマイクを譲りたいと思
います。よろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　日野　聡子会長
　皆さん、こんにち
は。釧路北ローター
アクトクラブの今年
度会長を務めており
ます日野聡子と申し
ます。後ろにおりま
すのは副幹事の松永

憲人会員、こちらが理事の斉藤慎也会員です。本日は
どうぞよろしくお願いいたします。
はじめに、釧路ロータリークラブの皆さまにおかれま
しては、常日頃アクト活動に多大なるご支援・ご協力
をいただきまして誠にありがとうございます。本日は
アクトの活動についてお話させていただける機会をい
ただきましたことを心より感謝申し上げます。
今年度は新型感染症の影響によりロータリークラブの
皆さまにもなかなかアクトの活動にお越しいただけな
い、そういった状況だったかと思います。ここまでの
活動について皆さまにご報告をさせていただければと
思います。
パワーポイントをご覧ください。まずは現在の会員状
況についてご報告させていただきます。今年度は 11
名での会員スタートとなりましたけれども、上期で４
名の新入会員が入会いたしました。現在は 15名で活
動を行っております。また、今年度からのローターア
クトクラブ、幣クラブの変更点としまして、ＲＩの「年
齢上限を解除する」新たな規定により、これまで 30
歳までと定めていた年齢条件を「35歳まで在籍可能」
と変更しました。実際にこれまでの卒業者の中にも「ア
クト活動を続けたいが年齢制限のために退会せざるを

えない」という会員もおりましたので、この変更によっ
てアクトに入れる年齢の幅も広がり、より多くの方に
ローターアクトクラブ活動を経験していただける機会
が増えるのではないかと感じております。
続いて、今年度実施した例会についてご報告させてい
ただきます。幣クラブでは２月 18日、今日現在で全
12回の例会を開催いたしました。こちらの一覧にも
あるとおり、４回の例会が感染症の影響により中止・
延期となっております。これまで実施できた 12回も
感染症の拡大状況により、急遽プログラムの変更や日
程の変更など、都度、感染症の状況に合わせ対応しな
がら開催を行ってまいりました。
今年度は上期に４名という多い会員が入会してくれた
こともあり、会員の学び・経験の機会を絶やさないた
めにも、できる限り活動をストップすることがないよ
うにと心がけながら活動を行ってきた次第です。
それでは、これまで行ってきた例会の中からいくつか
ご紹介させていただきます。
まずは 2020 年７月４日開催、「新年度活動計画」です。
今年度の第１例会でしたが、例年であれば表敬訪問と
して第７分区のロータリークラブの会長・幹事様にお
越しいただき、活躍の報告等をさせていただく予定で
したが、今回はクラブ会員と提唱クラブのロータリア
ンの方のみという形で人数を制限して開催をさせてい
ただきました。例会の内容は新年度の役員や理事の紹
介、新年度の活動計画の発表を行いました。この例会
では無事に新年度がスタートしたことにホッとした気
持ちと、自分の会長年度が始まったことを実感し、緊
張感を持って新年度をスタートすることができまし
た。
続いては、2020 年９月 28日開催の「SDGｓ( エスディ
ジーズ ) で変わる世界」です。皆さんご存じだと思い
ますが『SDGｓ』とは 2015 年に国連が掲げた『持続
可能な開発目標』です。この例会では SDGs の 17 の
目標について会員みんなで勉強し、私たちにでもすぐ
できる身近な取り組みであったり、実際に SDGs に取
り組んでいる道東の企業さんについてご紹介をしまし
た。
私自身、SDGs という言葉を聞いたことがあっても、
これまで詳しく知る機会はございませんでした。アク
トの例会を通じて知ることができたことだと思いま
す。世の中には知ろうと思わないと知れないことはた
くさんあると思います。アクトの活動だからこそ、こ
ういったことを自然と学ぶことができる「アクト活動
の意義」を改めて感じる例会でした。
続きまして、2020 年 10 月 24 日開催の「ジャック・
オー・ランタンで街を明るくしよう」という例会です。
釧路の小学生を対象に『ジャック・オー・ランタン』
という大きなかぼちゃのランタン作りを行いました。
当日は、上段のように屋外でのランタン作りで感染症

対策を行いながらの開催となりました。
実はこの開催の直前で釧路市内の新型感染症の感染拡
大があり、例会を開催するべきかギリギリまで悩んだ
のですが、どうやったら開催できるかを考え、感染対
策を徹底して踏み切りました。当日は 22名のお子様

が集まり、栄町平
和公園を使用し屋
外でジャック・
オー・ランタン作
り。夕方からは子
供たちの作ったラ
ンタンをＬＥＤ
キャンドルで灯し

て、公園内でのライトアップセレモニーを行いました。
こういったイベントを開催することについて批判の声
などあるのではないかと、若干の不安を抱えながらの
開催となりましたけれども、当日はお子さまと親御様
のたくさんの笑顔が見ることができて、コロナ禍でイ
ベントが自粛されるなか「親子共々、とても楽しみま
した」というお声も参加者の方からいただくことがで
きました。「今後もイベントがあれば知らせてほしい」
というお声もあり、地域の子供たちへの経験の場に
なったことはもちろん、アクト自体の活動ＰＲもでき
た例会だったと感じております。
最後に 2021 年１月 24日開催の「ワカサギ釣り」例
会です。本来は、同日に一般市民の方を集めたスポー
ツ大会を予定しておりましたけれど、この状況下のた
め、一般市民を集めることは断念し、クラブ会員のみ
で屋外でできる活動として『ワカサギ釣り大会』を行
いました。今できる形を模索し、急遽内容を変更し開
催した例会でしたが、より会員同士の親睦を深めるこ
とができたと思います。
これまで行った例会の報告は以上になりますが、今年
度は例会以外での釧路市内のイベントやボランティア
活動を多く行ってまいりました。
例えば、９月４日から５日開催の「末広歩行者天国」
での飲食スペースのお手伝い、12月 12日開催の「釧
路希望フェス」でのお手伝い、今月の２月６日から
14日に開催の「釧路ウィンターパーク」でのグッズ
販売ブースのお手伝い、などクラブ外での活動をさせ
ていただきました。こういった活動も多数行うことで
アクトのＰＲの機会も多く作れているのではないかと
感じております。
ＰＲでいうと今年度は新たに『広報』という役職を作
り、クラブの広報活動を強化しております。かねてか
ら行っていた Facebook（フェイスブック）や Twitter
（ツイッター）の更新に合わせ、新たに Instagram（イ
ンスタグラム）を開設し、より手軽に若い世代の方の
目に触れやすい形で広報活動を強化させております。
また、YouTube（ユーチューブ）チャンネルを新たに

開設し、アクトの例会等を YouTube で配信している
状況です。ＳＮＳ（えすえぬえす）やインターネットで
検索した時に、私たちがどのような活動をしているの
かすぐ知ってもらえるような環境づくりを行っていま
す。
今年度は新たに釧路北ローターアクトクラブの公式
LINE( ライン )を開設いたしました。このLINEを使っ
てイベント参加募集など行っているのですが、気軽に
お問合せいただけることもあり、LINE に一般の方か
ら「どういったクラブなのですか」とお問合せいただ
くことも実際にありました。
クラブ活動やクラブ外での活動を充実させて、その様
子をＳＮＳやホームページなどで発信することで、ま
だ見ぬ新入会員へ向けてアクトクラブのプラスのＰＲ
ができているのではないかと感じます。この広報活動
については今年度のみならず、今後も継続していきた
いと考えております。
現在までの今年度の活動については以上になります。
最後に今年度残り４カ月で予定しております例会につ
いて、いくつか皆さまにご紹介させていただきます。
まずは、4月 25日開催予定の「アクトキッズイベント」
です。前年度も同じ内容で開催しましたが、地域の子
供たちへ向けて職業体験の機会を作るイベントとなっ
ております。前回の内容では、オリジナルタオル作り
や名刺作り、カフェ店員体験などを行い、たくさんの
お子様の笑顔を見ることができました。今年度は感染
症対策を行いながらの開催になるため、できること・
できないことの制限が多くなるとは思いますが、地域
の子供たちへ向けて経験の機会を与えられるイベント
にしたいと考えております。
お時間がございましたら、ぜひ釧路ロータリークラブ
の皆さまにもお越しいただけますと幸いです。
続いては、５月 30日開催予定の「第 10回施設訪問」
です。第 10回目の活動となりますが、これまでは介
護施設の利用者さんと一緒に簡単なものを作成するレ
クリエーションを
行っておりました
けれども、新型感
染症の影響で利用
者さんと接するこ
とが難しい状況と
なってしまい、前
年度からは利用者さんの部屋のバルコニーに飾れるよ
うに、お花の苗を植えたプランターを寄贈しておりま
す。実際にお会いすることはできませんが、外出が難
しいこの状況で、利用者様に少しでも明るい気持ちを
アクトの活動をとおして感じていただければと思いま
す。
最後です。６月 11日金曜日開催予定の「最終例会『卒
業式』」です。これは前年度の最終例会の様子の写真

になります。今年度の最終例会となりますが、1年間
の活動報告であったり、今年度は年齢退会を迎える会
員が 2名おりますので、その２名の卒業者の卒業式
を行う予定です。今年 1年、幣クラブの活動を知っ
ていただける内容となりますので、ぜひ多くのロータ
リアンの皆さまにご参加いただければと思います。
今年度については前年から続く新型感染症の影響はご
ざいますが、参加している会員にはみんな楽しんで活
動を行ってくれているように思います。会員にとって
より実りの多い活動が残りの４カ月もできるように会
長として努めてまいりたいと思います。
今年度の活動のご紹介については以上となります。続
いては、次年度会長予定者の松永会員より次年度の活
動についてお話をさせていただきます。
松永会員、お願いいたします。

釧路北ローターアクト　松永　憲人副幹事　
　ただいまご紹介
いただきました今
年度副幹事、次年
度会長の松永です。
どうぞよろしくお
願いします。早速
ではございますが、

私から次年度の活動について少しお話させていただき
ます。
次年度は例会の他にふたつの大きなイベントが開催さ
れます。ひとつは「釧路北ローターアクトクラブ創立
50周年記念式典と記念事業」の開催。そして、もう
ひとつは「国際ロータリー第 2500 地区ローターアク
ト第47回地区大会」が釧路にて開催されることとなっ
ております。
1971 年 10 月 13 日に設立された弊クラブは創立 50
周年を迎えることとなります。記念式典は 10月に開
催予定です。ただ、新型コロナウイルスの感染状況の
こともあり、日時や会場などの詳細は決まっておりま
せん。決まり次第ご案内させていただきたいと思いま
すので、ご参加のほどどうぞよろしくお願いいたしま
す。
また、弊クラブは 2022 年５月に開催される第 47回
地区大会のホストクラブとなっております。2500 地
区で卒業となるローターアクトの卒業式を開催した
り、スポーツ大会なども開催する予定です。こちらも
詳細が決まり次第ご案内させていただきます。
通常の例会では、先ほど日野会長からも紹介ありまし
たハロウィン例会、ワカサギ釣り例会、今年は残念な
がら中止となったスポーツタイプフェスティバルも引
き続き開催したいと思っております。また、新しく「霧
フェス」や「冬まつり」のお手伝いなど市民と関わる
例会を多く取り入れようと考えております。

最後になりますが、次年度の目標として「周年事業や
地区大会を盛大に開催し成功させる」「市民を巻き込
む例会をひとつでも多く開催し、アクトの認知度を上
げる」、そういった活動をＳＮＳやメディアを使い発
信することでローターアクトの魅力を知ってもらいた
い、会員５名増を達成したい、と考えております。
会員ひとりひとりが少しでも活動に加わり、社会人と
して成長し、満足してもらう１年にしたいと考えてお
ります。
次年度も釧路ロータリークラブの皆さま、弊クラブを
よろしくお願いします。最後に斉藤会員よりご紹介い
ただきます。

釧路北ローターアクトクラブ
社会知識専門委員会　斎藤　慎也理事

　皆さま、こんに
ちは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
斉藤慎也です。私
からアクトに入会
して在籍８年にな
りましたので、ア

クトに対しての得たことや感じたことをお話させてい
ただければと思います。私が得たこと、端的に言うと
３つあります。ひとつが「学び」です。ふたつ目が「経
験」、三つ目が「人との出会い・交流」です。
ひとつ目の「学び」から説明させていただきます。ア
クトは少人数であるため役職を任されることが多いで
す。そのため書類作成や企画立案・準備の段取り・組
み立てなど、会員たちと一緒に考え実行し、時には失
敗することがあります。失敗は何かを成し遂げるため
の成功への一歩だと考えております。トライ＆エラー
を繰り返して、それが学びそして知識になっていきま
す。発案力・実行力が身に付いていくと思っています。
ふたつ目は「経験」です。人前で挨拶することは緊張
します。ただ緊張しながらも話し方や文章の組み立て
方、立ち振る舞い、それぞれが身についていきます。
また、行事のホストをすることでおもてなし方や対応
力を身に付けることができます。会社では多くの人た
ちを出迎え、おもてなす経験はなかなかないかと思い
ますので、さまざまな経験ができると思っております。
最後に三つ目、「人との出会い」です。交流が広がる
こと、私はこのように地域のロータリアンの方に顔と
名前を覚えてもらうだけでも財産だと思っておりま
す。また、道内・道外そして海外の人たちと簡単に交
流が図れることが魅力的だと感じております。
また、アクトは年１回、日本全国からアクターが集う
全国研修会という行事がございます。そこで知り合う
機会がたくさん生まれ、人との出会いが生まれ、また
それが財産とつながると思っております。アクトで得



 

ご来訪のお客様のご紹介　土橋　賢一副会長
　本日、ご来訪い
ただきましたお客
様をご紹介いたし
ます。
釧路北ローターア
クトクラブ会長、
日野聡子君です。

続きまして、副幹事松永憲人君です。続きまして、社
会知識専門委員会理事斎藤慎也君です。釧路北ロー
ターアクトクラブの皆さん、本日はよろしくお願いい
たします。

キャビネット寄贈に関して　泉 　　敬君
　大げさなことを
するつもりはな
かったのですが、
ちょうど 60周年と
いうことで、昨年
この会でお祝いを
いただいたのです。

私はとにかく 60年間、無事に会員としてロータリー
生活してきたわけです。実は、私が入会した当時は非
常に多忙だった関係があって、大変な役割は先輩が配

慮してくれて、できるだけ避けてくれた思いやりを受
けました。おかげで無事に 60年を過ごしたわけなの
です。
そんなこともあってロータリー会員としていた 60年
間はろくなことはしたつもりはなく、むしろ、皆さん
に迷惑をかけてき
た。といっても、
私が一番古いので、
たぶんもうこの会
から抜けられた先
輩ということにな
ろうと思いますけ
ど。
そのお礼を込めてクラブに何かしたいということでは
あったのですが、たいしたことはできませんで。幹事
と相談したら、キャビネットが古くなったので新しい
形にして皆さんに使ってもらえれば、ということで今
回、そんな形取らせていただきました。
皆さんによろしく使ってもらえればと思っておりま
す。どうもありがとうございました。

荒井　　剛幹事
　泉先生、改めて大変感謝申し上げたいと思います。
末永く使わせていただきたいと思います。これは当ク

ラブ会員の得地ファニチャの得地さんに作っていただ
きましたのでご紹介申し上げます。

　

プログラム委員会　中島　徳政委員長
　２カ月ぶりです。新年のご挨拶していない方もい
らっしゃると思いますの　　　で改めまして、あけま
しておめでとうございます。後半のプログラムもよろ
しくお願いいたします。
先ほど、土橋副会長からご案内いただきましたとおり、
本日は釧路北ローターアクトクラブの皆さんに来てい
ただいております。「釧路北ローターアクトクラブの
活動について」ということで今日はご講演いただくこ
とになっております。
それでは、会長の日野聡子様にマイクを譲りたいと思
います。よろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　日野　聡子会長
　皆さん、こんにち
は。釧路北ローター
アクトクラブの今年
度会長を務めており
ます日野聡子と申し
ます。後ろにおりま
すのは副幹事の松永

憲人会員、こちらが理事の斉藤慎也会員です。本日は
どうぞよろしくお願いいたします。
はじめに、釧路ロータリークラブの皆さまにおかれま
しては、常日頃アクト活動に多大なるご支援・ご協力
をいただきまして誠にありがとうございます。本日は
アクトの活動についてお話させていただける機会をい
ただきましたことを心より感謝申し上げます。
今年度は新型感染症の影響によりロータリークラブの
皆さまにもなかなかアクトの活動にお越しいただけな
い、そういった状況だったかと思います。ここまでの
活動について皆さまにご報告をさせていただければと
思います。
パワーポイントをご覧ください。まずは現在の会員状
況についてご報告させていただきます。今年度は 11
名での会員スタートとなりましたけれども、上期で４
名の新入会員が入会いたしました。現在は 15名で活
動を行っております。また、今年度からのローターア
クトクラブ、幣クラブの変更点としまして、ＲＩの「年
齢上限を解除する」新たな規定により、これまで 30
歳までと定めていた年齢条件を「35歳まで在籍可能」
と変更しました。実際にこれまでの卒業者の中にも「ア
クト活動を続けたいが年齢制限のために退会せざるを

えない」という会員もおりましたので、この変更によっ
てアクトに入れる年齢の幅も広がり、より多くの方に
ローターアクトクラブ活動を経験していただける機会
が増えるのではないかと感じております。
続いて、今年度実施した例会についてご報告させてい
ただきます。幣クラブでは２月 18日、今日現在で全
12回の例会を開催いたしました。こちらの一覧にも
あるとおり、４回の例会が感染症の影響により中止・
延期となっております。これまで実施できた 12回も
感染症の拡大状況により、急遽プログラムの変更や日
程の変更など、都度、感染症の状況に合わせ対応しな
がら開催を行ってまいりました。
今年度は上期に４名という多い会員が入会してくれた
こともあり、会員の学び・経験の機会を絶やさないた
めにも、できる限り活動をストップすることがないよ
うにと心がけながら活動を行ってきた次第です。
それでは、これまで行ってきた例会の中からいくつか
ご紹介させていただきます。
まずは 2020 年７月４日開催、「新年度活動計画」です。
今年度の第１例会でしたが、例年であれば表敬訪問と
して第７分区のロータリークラブの会長・幹事様にお
越しいただき、活躍の報告等をさせていただく予定で
したが、今回はクラブ会員と提唱クラブのロータリア
ンの方のみという形で人数を制限して開催をさせてい
ただきました。例会の内容は新年度の役員や理事の紹
介、新年度の活動計画の発表を行いました。この例会
では無事に新年度がスタートしたことにホッとした気
持ちと、自分の会長年度が始まったことを実感し、緊
張感を持って新年度をスタートすることができまし
た。
続いては、2020 年９月 28日開催の「SDGｓ( エスディ
ジーズ ) で変わる世界」です。皆さんご存じだと思い
ますが『SDGｓ』とは 2015 年に国連が掲げた『持続
可能な開発目標』です。この例会では SDGs の 17 の
目標について会員みんなで勉強し、私たちにでもすぐ
できる身近な取り組みであったり、実際に SDGs に取
り組んでいる道東の企業さんについてご紹介をしまし
た。
私自身、SDGs という言葉を聞いたことがあっても、
これまで詳しく知る機会はございませんでした。アク
トの例会を通じて知ることができたことだと思いま
す。世の中には知ろうと思わないと知れないことはた
くさんあると思います。アクトの活動だからこそ、こ
ういったことを自然と学ぶことができる「アクト活動
の意義」を改めて感じる例会でした。
続きまして、2020 年 10 月 24 日開催の「ジャック・
オー・ランタンで街を明るくしよう」という例会です。
釧路の小学生を対象に『ジャック・オー・ランタン』
という大きなかぼちゃのランタン作りを行いました。
当日は、上段のように屋外でのランタン作りで感染症

対策を行いながらの開催となりました。
実はこの開催の直前で釧路市内の新型感染症の感染拡
大があり、例会を開催するべきかギリギリまで悩んだ
のですが、どうやったら開催できるかを考え、感染対
策を徹底して踏み切りました。当日は 22名のお子様

が集まり、栄町平
和公園を使用し屋
外でジャック・
オー・ランタン作
り。夕方からは子
供たちの作ったラ
ンタンをＬＥＤ
キャンドルで灯し

て、公園内でのライトアップセレモニーを行いました。
こういったイベントを開催することについて批判の声
などあるのではないかと、若干の不安を抱えながらの
開催となりましたけれども、当日はお子さまと親御様
のたくさんの笑顔が見ることができて、コロナ禍でイ
ベントが自粛されるなか「親子共々、とても楽しみま
した」というお声も参加者の方からいただくことがで
きました。「今後もイベントがあれば知らせてほしい」
というお声もあり、地域の子供たちへの経験の場に
なったことはもちろん、アクト自体の活動ＰＲもでき
た例会だったと感じております。
最後に 2021 年１月 24日開催の「ワカサギ釣り」例
会です。本来は、同日に一般市民の方を集めたスポー
ツ大会を予定しておりましたけれど、この状況下のた
め、一般市民を集めることは断念し、クラブ会員のみ
で屋外でできる活動として『ワカサギ釣り大会』を行
いました。今できる形を模索し、急遽内容を変更し開
催した例会でしたが、より会員同士の親睦を深めるこ
とができたと思います。
これまで行った例会の報告は以上になりますが、今年
度は例会以外での釧路市内のイベントやボランティア
活動を多く行ってまいりました。
例えば、９月４日から５日開催の「末広歩行者天国」
での飲食スペースのお手伝い、12月 12日開催の「釧
路希望フェス」でのお手伝い、今月の２月６日から
14日に開催の「釧路ウィンターパーク」でのグッズ
販売ブースのお手伝い、などクラブ外での活動をさせ
ていただきました。こういった活動も多数行うことで
アクトのＰＲの機会も多く作れているのではないかと
感じております。
ＰＲでいうと今年度は新たに『広報』という役職を作
り、クラブの広報活動を強化しております。かねてか
ら行っていた Facebook（フェイスブック）や Twitter
（ツイッター）の更新に合わせ、新たに Instagram（イ
ンスタグラム）を開設し、より手軽に若い世代の方の
目に触れやすい形で広報活動を強化させております。
また、YouTube（ユーチューブ）チャンネルを新たに

開設し、アクトの例会等を YouTube で配信している
状況です。ＳＮＳ（えすえぬえす）やインターネットで
検索した時に、私たちがどのような活動をしているの
かすぐ知ってもらえるような環境づくりを行っていま
す。
今年度は新たに釧路北ローターアクトクラブの公式
LINE( ライン )を開設いたしました。このLINEを使っ
てイベント参加募集など行っているのですが、気軽に
お問合せいただけることもあり、LINE に一般の方か
ら「どういったクラブなのですか」とお問合せいただ
くことも実際にありました。
クラブ活動やクラブ外での活動を充実させて、その様
子をＳＮＳやホームページなどで発信することで、ま
だ見ぬ新入会員へ向けてアクトクラブのプラスのＰＲ
ができているのではないかと感じます。この広報活動
については今年度のみならず、今後も継続していきた
いと考えております。
現在までの今年度の活動については以上になります。
最後に今年度残り４カ月で予定しております例会につ
いて、いくつか皆さまにご紹介させていただきます。
まずは、4月 25日開催予定の「アクトキッズイベント」
です。前年度も同じ内容で開催しましたが、地域の子
供たちへ向けて職業体験の機会を作るイベントとなっ
ております。前回の内容では、オリジナルタオル作り
や名刺作り、カフェ店員体験などを行い、たくさんの
お子様の笑顔を見ることができました。今年度は感染
症対策を行いながらの開催になるため、できること・
できないことの制限が多くなるとは思いますが、地域
の子供たちへ向けて経験の機会を与えられるイベント
にしたいと考えております。
お時間がございましたら、ぜひ釧路ロータリークラブ
の皆さまにもお越しいただけますと幸いです。
続いては、５月 30日開催予定の「第 10回施設訪問」
です。第 10回目の活動となりますが、これまでは介
護施設の利用者さんと一緒に簡単なものを作成するレ
クリエーションを
行っておりました
けれども、新型感
染症の影響で利用
者さんと接するこ
とが難しい状況と
なってしまい、前
年度からは利用者さんの部屋のバルコニーに飾れるよ
うに、お花の苗を植えたプランターを寄贈しておりま
す。実際にお会いすることはできませんが、外出が難
しいこの状況で、利用者様に少しでも明るい気持ちを
アクトの活動をとおして感じていただければと思いま
す。
最後です。６月 11日金曜日開催予定の「最終例会『卒
業式』」です。これは前年度の最終例会の様子の写真

になります。今年度の最終例会となりますが、1年間
の活動報告であったり、今年度は年齢退会を迎える会
員が 2名おりますので、その２名の卒業者の卒業式
を行う予定です。今年 1年、幣クラブの活動を知っ
ていただける内容となりますので、ぜひ多くのロータ
リアンの皆さまにご参加いただければと思います。
今年度については前年から続く新型感染症の影響はご
ざいますが、参加している会員にはみんな楽しんで活
動を行ってくれているように思います。会員にとって
より実りの多い活動が残りの４カ月もできるように会
長として努めてまいりたいと思います。
今年度の活動のご紹介については以上となります。続
いては、次年度会長予定者の松永会員より次年度の活
動についてお話をさせていただきます。
松永会員、お願いいたします。

釧路北ローターアクト　松永　憲人副幹事　
　ただいまご紹介
いただきました今
年度副幹事、次年
度会長の松永です。
どうぞよろしくお
願いします。早速
ではございますが、

私から次年度の活動について少しお話させていただき
ます。
次年度は例会の他にふたつの大きなイベントが開催さ
れます。ひとつは「釧路北ローターアクトクラブ創立
50周年記念式典と記念事業」の開催。そして、もう
ひとつは「国際ロータリー第 2500 地区ローターアク
ト第47回地区大会」が釧路にて開催されることとなっ
ております。
1971 年 10 月 13 日に設立された弊クラブは創立 50
周年を迎えることとなります。記念式典は 10月に開
催予定です。ただ、新型コロナウイルスの感染状況の
こともあり、日時や会場などの詳細は決まっておりま
せん。決まり次第ご案内させていただきたいと思いま
すので、ご参加のほどどうぞよろしくお願いいたしま
す。
また、弊クラブは 2022 年５月に開催される第 47回
地区大会のホストクラブとなっております。2500 地
区で卒業となるローターアクトの卒業式を開催した
り、スポーツ大会なども開催する予定です。こちらも
詳細が決まり次第ご案内させていただきます。
通常の例会では、先ほど日野会長からも紹介ありまし
たハロウィン例会、ワカサギ釣り例会、今年は残念な
がら中止となったスポーツタイプフェスティバルも引
き続き開催したいと思っております。また、新しく「霧
フェス」や「冬まつり」のお手伝いなど市民と関わる
例会を多く取り入れようと考えております。

最後になりますが、次年度の目標として「周年事業や
地区大会を盛大に開催し成功させる」「市民を巻き込
む例会をひとつでも多く開催し、アクトの認知度を上
げる」、そういった活動をＳＮＳやメディアを使い発
信することでローターアクトの魅力を知ってもらいた
い、会員５名増を達成したい、と考えております。
会員ひとりひとりが少しでも活動に加わり、社会人と
して成長し、満足してもらう１年にしたいと考えてお
ります。
次年度も釧路ロータリークラブの皆さま、弊クラブを
よろしくお願いします。最後に斉藤会員よりご紹介い
ただきます。

釧路北ローターアクトクラブ
社会知識専門委員会　斎藤　慎也理事

　皆さま、こんに
ちは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
斉藤慎也です。私
からアクトに入会
して在籍８年にな
りましたので、ア

クトに対しての得たことや感じたことをお話させてい
ただければと思います。私が得たこと、端的に言うと
３つあります。ひとつが「学び」です。ふたつ目が「経
験」、三つ目が「人との出会い・交流」です。
ひとつ目の「学び」から説明させていただきます。ア
クトは少人数であるため役職を任されることが多いで
す。そのため書類作成や企画立案・準備の段取り・組
み立てなど、会員たちと一緒に考え実行し、時には失
敗することがあります。失敗は何かを成し遂げるため
の成功への一歩だと考えております。トライ＆エラー
を繰り返して、それが学びそして知識になっていきま
す。発案力・実行力が身に付いていくと思っています。
ふたつ目は「経験」です。人前で挨拶することは緊張
します。ただ緊張しながらも話し方や文章の組み立て
方、立ち振る舞い、それぞれが身についていきます。
また、行事のホストをすることでおもてなし方や対応
力を身に付けることができます。会社では多くの人た
ちを出迎え、おもてなす経験はなかなかないかと思い
ますので、さまざまな経験ができると思っております。
最後に三つ目、「人との出会い」です。交流が広がる
こと、私はこのように地域のロータリアンの方に顔と
名前を覚えてもらうだけでも財産だと思っておりま
す。また、道内・道外そして海外の人たちと簡単に交
流が図れることが魅力的だと感じております。
また、アクトは年１回、日本全国からアクターが集う
全国研修会という行事がございます。そこで知り合う
機会がたくさん生まれ、人との出会いが生まれ、また
それが財産とつながると思っております。アクトで得



 

ご来訪のお客様のご紹介　土橋　賢一副会長
　本日、ご来訪い
ただきましたお客
様をご紹介いたし
ます。
釧路北ローターア
クトクラブ会長、
日野聡子君です。

続きまして、副幹事松永憲人君です。続きまして、社
会知識専門委員会理事斎藤慎也君です。釧路北ロー
ターアクトクラブの皆さん、本日はよろしくお願いい
たします。

キャビネット寄贈に関して　泉 　　敬君
　大げさなことを
するつもりはな
かったのですが、
ちょうど 60周年と
いうことで、昨年
この会でお祝いを
いただいたのです。

私はとにかく 60年間、無事に会員としてロータリー
生活してきたわけです。実は、私が入会した当時は非
常に多忙だった関係があって、大変な役割は先輩が配

慮してくれて、できるだけ避けてくれた思いやりを受
けました。おかげで無事に 60年を過ごしたわけなの
です。
そんなこともあってロータリー会員としていた 60年
間はろくなことはしたつもりはなく、むしろ、皆さん
に迷惑をかけてき
た。といっても、
私が一番古いので、
たぶんもうこの会
から抜けられた先
輩ということにな
ろうと思いますけ
ど。
そのお礼を込めてクラブに何かしたいということでは
あったのですが、たいしたことはできませんで。幹事
と相談したら、キャビネットが古くなったので新しい
形にして皆さんに使ってもらえれば、ということで今
回、そんな形取らせていただきました。
皆さんによろしく使ってもらえればと思っておりま
す。どうもありがとうございました。

荒井　　剛幹事
　泉先生、改めて大変感謝申し上げたいと思います。
末永く使わせていただきたいと思います。これは当ク

ラブ会員の得地ファニチャの得地さんに作っていただ
きましたのでご紹介申し上げます。

　

プログラム委員会　中島　徳政委員長
　２カ月ぶりです。新年のご挨拶していない方もい
らっしゃると思いますの　　　で改めまして、あけま
しておめでとうございます。後半のプログラムもよろ
しくお願いいたします。
先ほど、土橋副会長からご案内いただきましたとおり、
本日は釧路北ローターアクトクラブの皆さんに来てい
ただいております。「釧路北ローターアクトクラブの
活動について」ということで今日はご講演いただくこ
とになっております。
それでは、会長の日野聡子様にマイクを譲りたいと思
います。よろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　日野　聡子会長
　皆さん、こんにち
は。釧路北ローター
アクトクラブの今年
度会長を務めており
ます日野聡子と申し
ます。後ろにおりま
すのは副幹事の松永

憲人会員、こちらが理事の斉藤慎也会員です。本日は
どうぞよろしくお願いいたします。
はじめに、釧路ロータリークラブの皆さまにおかれま
しては、常日頃アクト活動に多大なるご支援・ご協力
をいただきまして誠にありがとうございます。本日は
アクトの活動についてお話させていただける機会をい
ただきましたことを心より感謝申し上げます。
今年度は新型感染症の影響によりロータリークラブの
皆さまにもなかなかアクトの活動にお越しいただけな
い、そういった状況だったかと思います。ここまでの
活動について皆さまにご報告をさせていただければと
思います。
パワーポイントをご覧ください。まずは現在の会員状
況についてご報告させていただきます。今年度は 11
名での会員スタートとなりましたけれども、上期で４
名の新入会員が入会いたしました。現在は 15名で活
動を行っております。また、今年度からのローターア
クトクラブ、幣クラブの変更点としまして、ＲＩの「年
齢上限を解除する」新たな規定により、これまで 30
歳までと定めていた年齢条件を「35歳まで在籍可能」
と変更しました。実際にこれまでの卒業者の中にも「ア
クト活動を続けたいが年齢制限のために退会せざるを

えない」という会員もおりましたので、この変更によっ
てアクトに入れる年齢の幅も広がり、より多くの方に
ローターアクトクラブ活動を経験していただける機会
が増えるのではないかと感じております。
続いて、今年度実施した例会についてご報告させてい
ただきます。幣クラブでは２月 18日、今日現在で全
12回の例会を開催いたしました。こちらの一覧にも
あるとおり、４回の例会が感染症の影響により中止・
延期となっております。これまで実施できた 12回も
感染症の拡大状況により、急遽プログラムの変更や日
程の変更など、都度、感染症の状況に合わせ対応しな
がら開催を行ってまいりました。
今年度は上期に４名という多い会員が入会してくれた
こともあり、会員の学び・経験の機会を絶やさないた
めにも、できる限り活動をストップすることがないよ
うにと心がけながら活動を行ってきた次第です。
それでは、これまで行ってきた例会の中からいくつか
ご紹介させていただきます。
まずは 2020 年７月４日開催、「新年度活動計画」です。
今年度の第１例会でしたが、例年であれば表敬訪問と
して第７分区のロータリークラブの会長・幹事様にお
越しいただき、活躍の報告等をさせていただく予定で
したが、今回はクラブ会員と提唱クラブのロータリア
ンの方のみという形で人数を制限して開催をさせてい
ただきました。例会の内容は新年度の役員や理事の紹
介、新年度の活動計画の発表を行いました。この例会
では無事に新年度がスタートしたことにホッとした気
持ちと、自分の会長年度が始まったことを実感し、緊
張感を持って新年度をスタートすることができまし
た。
続いては、2020 年９月 28日開催の「SDGｓ( エスディ
ジーズ ) で変わる世界」です。皆さんご存じだと思い
ますが『SDGｓ』とは 2015 年に国連が掲げた『持続
可能な開発目標』です。この例会では SDGs の 17 の
目標について会員みんなで勉強し、私たちにでもすぐ
できる身近な取り組みであったり、実際に SDGs に取
り組んでいる道東の企業さんについてご紹介をしまし
た。
私自身、SDGs という言葉を聞いたことがあっても、
これまで詳しく知る機会はございませんでした。アク
トの例会を通じて知ることができたことだと思いま
す。世の中には知ろうと思わないと知れないことはた
くさんあると思います。アクトの活動だからこそ、こ
ういったことを自然と学ぶことができる「アクト活動
の意義」を改めて感じる例会でした。
続きまして、2020 年 10 月 24 日開催の「ジャック・
オー・ランタンで街を明るくしよう」という例会です。
釧路の小学生を対象に『ジャック・オー・ランタン』
という大きなかぼちゃのランタン作りを行いました。
当日は、上段のように屋外でのランタン作りで感染症

対策を行いながらの開催となりました。
実はこの開催の直前で釧路市内の新型感染症の感染拡
大があり、例会を開催するべきかギリギリまで悩んだ
のですが、どうやったら開催できるかを考え、感染対
策を徹底して踏み切りました。当日は 22名のお子様

が集まり、栄町平
和公園を使用し屋
外でジャック・
オー・ランタン作
り。夕方からは子
供たちの作ったラ
ンタンをＬＥＤ
キャンドルで灯し

て、公園内でのライトアップセレモニーを行いました。
こういったイベントを開催することについて批判の声
などあるのではないかと、若干の不安を抱えながらの
開催となりましたけれども、当日はお子さまと親御様
のたくさんの笑顔が見ることができて、コロナ禍でイ
ベントが自粛されるなか「親子共々、とても楽しみま
した」というお声も参加者の方からいただくことがで
きました。「今後もイベントがあれば知らせてほしい」
というお声もあり、地域の子供たちへの経験の場に
なったことはもちろん、アクト自体の活動ＰＲもでき
た例会だったと感じております。
最後に 2021 年１月 24日開催の「ワカサギ釣り」例
会です。本来は、同日に一般市民の方を集めたスポー
ツ大会を予定しておりましたけれど、この状況下のた
め、一般市民を集めることは断念し、クラブ会員のみ
で屋外でできる活動として『ワカサギ釣り大会』を行
いました。今できる形を模索し、急遽内容を変更し開
催した例会でしたが、より会員同士の親睦を深めるこ
とができたと思います。
これまで行った例会の報告は以上になりますが、今年
度は例会以外での釧路市内のイベントやボランティア
活動を多く行ってまいりました。
例えば、９月４日から５日開催の「末広歩行者天国」
での飲食スペースのお手伝い、12月 12日開催の「釧
路希望フェス」でのお手伝い、今月の２月６日から
14日に開催の「釧路ウィンターパーク」でのグッズ
販売ブースのお手伝い、などクラブ外での活動をさせ
ていただきました。こういった活動も多数行うことで
アクトのＰＲの機会も多く作れているのではないかと
感じております。
ＰＲでいうと今年度は新たに『広報』という役職を作
り、クラブの広報活動を強化しております。かねてか
ら行っていた Facebook（フェイスブック）や Twitter
（ツイッター）の更新に合わせ、新たに Instagram（イ
ンスタグラム）を開設し、より手軽に若い世代の方の
目に触れやすい形で広報活動を強化させております。
また、YouTube（ユーチューブ）チャンネルを新たに

開設し、アクトの例会等を YouTube で配信している
状況です。ＳＮＳ（えすえぬえす）やインターネットで
検索した時に、私たちがどのような活動をしているの
かすぐ知ってもらえるような環境づくりを行っていま
す。
今年度は新たに釧路北ローターアクトクラブの公式
LINE( ライン )を開設いたしました。このLINEを使っ
てイベント参加募集など行っているのですが、気軽に
お問合せいただけることもあり、LINE に一般の方か
ら「どういったクラブなのですか」とお問合せいただ
くことも実際にありました。
クラブ活動やクラブ外での活動を充実させて、その様
子をＳＮＳやホームページなどで発信することで、ま
だ見ぬ新入会員へ向けてアクトクラブのプラスのＰＲ
ができているのではないかと感じます。この広報活動
については今年度のみならず、今後も継続していきた
いと考えております。
現在までの今年度の活動については以上になります。
最後に今年度残り４カ月で予定しております例会につ
いて、いくつか皆さまにご紹介させていただきます。
まずは、4月 25日開催予定の「アクトキッズイベント」
です。前年度も同じ内容で開催しましたが、地域の子
供たちへ向けて職業体験の機会を作るイベントとなっ
ております。前回の内容では、オリジナルタオル作り
や名刺作り、カフェ店員体験などを行い、たくさんの
お子様の笑顔を見ることができました。今年度は感染
症対策を行いながらの開催になるため、できること・
できないことの制限が多くなるとは思いますが、地域
の子供たちへ向けて経験の機会を与えられるイベント
にしたいと考えております。
お時間がございましたら、ぜひ釧路ロータリークラブ
の皆さまにもお越しいただけますと幸いです。
続いては、５月 30日開催予定の「第 10回施設訪問」
です。第 10回目の活動となりますが、これまでは介
護施設の利用者さんと一緒に簡単なものを作成するレ
クリエーションを
行っておりました
けれども、新型感
染症の影響で利用
者さんと接するこ
とが難しい状況と
なってしまい、前
年度からは利用者さんの部屋のバルコニーに飾れるよ
うに、お花の苗を植えたプランターを寄贈しておりま
す。実際にお会いすることはできませんが、外出が難
しいこの状況で、利用者様に少しでも明るい気持ちを
アクトの活動をとおして感じていただければと思いま
す。
最後です。６月 11日金曜日開催予定の「最終例会『卒
業式』」です。これは前年度の最終例会の様子の写真

になります。今年度の最終例会となりますが、1年間
の活動報告であったり、今年度は年齢退会を迎える会
員が 2名おりますので、その２名の卒業者の卒業式
を行う予定です。今年 1年、幣クラブの活動を知っ
ていただける内容となりますので、ぜひ多くのロータ
リアンの皆さまにご参加いただければと思います。
今年度については前年から続く新型感染症の影響はご
ざいますが、参加している会員にはみんな楽しんで活
動を行ってくれているように思います。会員にとって
より実りの多い活動が残りの４カ月もできるように会
長として努めてまいりたいと思います。
今年度の活動のご紹介については以上となります。続
いては、次年度会長予定者の松永会員より次年度の活
動についてお話をさせていただきます。
松永会員、お願いいたします。

釧路北ローターアクト　松永　憲人副幹事　
　ただいまご紹介
いただきました今
年度副幹事、次年
度会長の松永です。
どうぞよろしくお
願いします。早速
ではございますが、

私から次年度の活動について少しお話させていただき
ます。
次年度は例会の他にふたつの大きなイベントが開催さ
れます。ひとつは「釧路北ローターアクトクラブ創立
50周年記念式典と記念事業」の開催。そして、もう
ひとつは「国際ロータリー第 2500 地区ローターアク
ト第47回地区大会」が釧路にて開催されることとなっ
ております。
1971 年 10 月 13 日に設立された弊クラブは創立 50
周年を迎えることとなります。記念式典は 10月に開
催予定です。ただ、新型コロナウイルスの感染状況の
こともあり、日時や会場などの詳細は決まっておりま
せん。決まり次第ご案内させていただきたいと思いま
すので、ご参加のほどどうぞよろしくお願いいたしま
す。
また、弊クラブは 2022 年５月に開催される第 47回
地区大会のホストクラブとなっております。2500 地
区で卒業となるローターアクトの卒業式を開催した
り、スポーツ大会なども開催する予定です。こちらも
詳細が決まり次第ご案内させていただきます。
通常の例会では、先ほど日野会長からも紹介ありまし
たハロウィン例会、ワカサギ釣り例会、今年は残念な
がら中止となったスポーツタイプフェスティバルも引
き続き開催したいと思っております。また、新しく「霧
フェス」や「冬まつり」のお手伝いなど市民と関わる
例会を多く取り入れようと考えております。

最後になりますが、次年度の目標として「周年事業や
地区大会を盛大に開催し成功させる」「市民を巻き込
む例会をひとつでも多く開催し、アクトの認知度を上
げる」、そういった活動をＳＮＳやメディアを使い発
信することでローターアクトの魅力を知ってもらいた
い、会員５名増を達成したい、と考えております。
会員ひとりひとりが少しでも活動に加わり、社会人と
して成長し、満足してもらう１年にしたいと考えてお
ります。
次年度も釧路ロータリークラブの皆さま、弊クラブを
よろしくお願いします。最後に斉藤会員よりご紹介い
ただきます。

釧路北ローターアクトクラブ
社会知識専門委員会　斎藤　慎也理事

　皆さま、こんに
ちは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
斉藤慎也です。私
からアクトに入会
して在籍８年にな
りましたので、ア

クトに対しての得たことや感じたことをお話させてい
ただければと思います。私が得たこと、端的に言うと
３つあります。ひとつが「学び」です。ふたつ目が「経
験」、三つ目が「人との出会い・交流」です。
ひとつ目の「学び」から説明させていただきます。ア
クトは少人数であるため役職を任されることが多いで
す。そのため書類作成や企画立案・準備の段取り・組
み立てなど、会員たちと一緒に考え実行し、時には失
敗することがあります。失敗は何かを成し遂げるため
の成功への一歩だと考えております。トライ＆エラー
を繰り返して、それが学びそして知識になっていきま
す。発案力・実行力が身に付いていくと思っています。
ふたつ目は「経験」です。人前で挨拶することは緊張
します。ただ緊張しながらも話し方や文章の組み立て
方、立ち振る舞い、それぞれが身についていきます。
また、行事のホストをすることでおもてなし方や対応
力を身に付けることができます。会社では多くの人た
ちを出迎え、おもてなす経験はなかなかないかと思い
ますので、さまざまな経験ができると思っております。
最後に三つ目、「人との出会い」です。交流が広がる
こと、私はこのように地域のロータリアンの方に顔と
名前を覚えてもらうだけでも財産だと思っておりま
す。また、道内・道外そして海外の人たちと簡単に交
流が図れることが魅力的だと感じております。
また、アクトは年１回、日本全国からアクターが集う
全国研修会という行事がございます。そこで知り合う
機会がたくさん生まれ、人との出会いが生まれ、また
それが財産とつながると思っております。アクトで得



 

た経験・知識・人脈は会社ではなかなか経験できない
ことと思っております。人は素晴らしい出会いの数ほ
ど幸福度が変わると考えております。社会人として、
ひとりの人間として経験が成長へとつながっていきま
すので、ぜひ 18歳以上のお知り合いの方や従業員の
方がいらっしゃれば、声をかけていただき、一度アク
トの例会に見学にお越しいただければ幸いです。
ご気軽に会長または幹事にご連絡いただければと思い
ますので、ぜひよろしくお願いいたします。
私からは簡単ではございますが講和とさせていただき
ます。ご清聴ありがとうございました。

釧路北ローターアクトクラブ　日野　聡子会長　
それでは、本日の内容は以上になります。今後とも釧
路北ローターアクトクラブをどうぞよろしくお願いい
たします。ご清聴ありがとうございました。

謝辞　土橋　賢一副会長
　本日は日野聡子会長はじめとします釧路北ローター
アクトクラブの皆さんありがとうございました。
アクトの皆さんのお話を聞かせていただきましたが、
若さにあふれ元気に活動していく思いが伝わってまい
りました。このコロナ禍の中、大変活動も難しいこと
と思いますが、どうか頑張ってやっていただきたいと
思います。本日は大変ありがとうございました。



 

本日のニコニコ献金

■舟木　　博君 　有り難うございます。
■青田　敏治君 　ありがとうございます。
■浅川　正紳君 　華蔵ごちそうさまです。
■浅野　清貴君 　景品頂きました。ありがとうございます。
■伊貝　正志君 　お米券ありがとうございます。
■五十嵐 正弘君　ありがとうございます。 
■池田 いずみ君　おいしいもの、ありがとうございます。
■市橋 多佳丞君　夫婦ともども、ありがとうございます。
■岩田　信一君 　一等ありがとうございます。
■及川　雅順君 　クリスマス家族会で景品当たりました。
■尾越　弘典君 　これですっきり、何でも見れる。
■小野寺　俊君　鱗　商品券　ありがとうございます。
■木下　正明君　クリスマス家族会で瓢の商品券あたりました。ありがとうございます。
■木村　豊年君　ありがとうございます。
■熊谷　任明君　今年も大変お世話になりました。
■黒田　恒史君　ありがとうございます。 
■五明　正吉君　ありがとうございます。
■清水　輝彦君　ペア宿泊券、何時も頑張ってくれている妻とお手伝いしてくれている娘の二人で
　　　　　　　　のんびりかな？
■杉村　荘平君　ありがとうございます。
■関向　　一君　ありがとうございます。
■邵　　龍珍君　ありがとうございました。楽しいです。
■金　　玉順様　ありがとうございます。
■田中　正己君　ありがとうございます。
■得地　　哉君　とても素晴らしいものをありがとうございました。
■中島　徳政君　ありがとうございます。
■西村　智久君　ありがとうございます。
■羽田野貴志君　ありがとうございました。楽しいです。
■濱谷美津男君　ありがとうございます。
■樋口　貴広君　ありがとうございます。
■古谷　守生君　ハゲにドライヤーを頂きました。
■前田　秀幸君　ありがとうございます。
■横田　英喜君　空気清浄機　当たりました。大切に使わせていただきます。
■吉田　英一君　ありがとうございます。
■吉田　潤司君　ありがとう。来年もよろしく。
■吉田　秀俊君　美味しい肉を沢山頂きます。
■脇　　弘幸君　お米券と食事券が当たりました。ありがとうございます。
■土橋　賢一君　二か月ぶりの例会再開です。頑張りましょう。楽しみましょう。
■荒井　　剛君　ご無沙汰しております。皆様にお会い出来嬉しいです。また、宜しくお願いします。
■池田いずみ君　本年もよろしくお願いいたします。
■横田　英喜君　後半も改めてよろしくお願いいたします。
■滝越　康雄君　想定外のことばかり、舟木会長心配でしたが、私の見方、運気好転しました。
■髙橋　直人君　四季の味わい醍醐「おせち 2段重」が当選しました。ありがとうございます。
■小野寺　俊君　先日 SL 切手シートに写真が使われました。その流れで道新全道版に記事が出ました。

今年度累計　　394,000 円　　


